
おきらく

日　記
渋谷よりも落ち着いて

仏
弟
子
は
必
ず
四
恩
を
し
っ
て
知
恩
報
恩
を
ほ
う
ず
べ
し

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
二
二
（
令
和
四
年
）
を
迎
え
ま
し
た
。

　

さ
て
昭
和
か
ら
平
成
そ
し
て
令
和
と
、
私

が
生
き
て
き
た
時
代
を
ボ
ン
ヤ
リ
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
世
間
の
動
向
は
、
物
質
的
な
物

か
ら
見
え
な
い
モ
ノ
へ
と
人
々
の
価
値
感
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
つ
ま
り

「
車
や
家
、
土
地
や
服
・
貴
金
属
な
ど
高
級

品
や
ブ
ラ
ン
ド
を
手
に
入
れ
た
い
」
と
い
う

物
の
欲
求
か
ら
、
今
は
「
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
か
ら
情
報
を
手
に
入
れ
た
り
発
信
し
た
り

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
た
り
、

自
分
を
売
り
込
ん
で
イ
イ
ネ
や
拍
手
を
沢
山

欲
し
い
」
と
い
う
自
己
顕
示
や
名
誉
に
、
私

達
は
価
値
を
見
い
だ
し
始
め
て
い
る
と
思
う

の
で
す
。
自
分
を
高
め
る
・・・
と
い
う
の
は

素
晴
ら
し
い
事
で
、
そ
れ
こ
そ
法
華
経
思
想

の
出
番
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
読
ん
だ
漫
画
「
あ
の
世
の
社
会
科
見

学
」
と
い
う
本
の
中
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

現
世
は
双
六
の
よ
う
な
も
の
で
、
肉
体
は
コ

マ
で
人
生
は
マ
ス
。
自
分
に
与
え
ら
れ
た
課

題
や
障
害
を
一
つ
ず
つ
乗
り
越
え
て
ゆ
き
確

実
に
コ
マ
を
進
め
て
い
く
。
毎
日
毎
日
を
充

実
さ
せ
、
そ
し
て
精
一
杯
生
き
れ
ば
死
ぬ
時

に
後
悔
は
無
い
。
貴
方
が
努
力
し
、
苦
難
を

乗
り
越
え
る
姿
に
、
仏
様
や
ご
先
祖
さ
ま
は

イ
チ
バ
ン
喜
ん
で
下
さ
る
と
思
う
の
で
す
。

　

そ
し
て
や
が
て
死
を
迎
え
て
来
世
に
逝
っ

て
も
双
六
は
続
き
ま
す
。
倫
理
観
は
現
世
も

来
世
も
同
じ
な
の
で
、
こ
の
世
で
や
り
き
っ

た
人
生
を
送
っ
た
人
は
物
欲
も
な
く
な
り
、

魂
の
価
値
が
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
世
で
楽

し
て
ズ
ル
し
て
過
ご
し
た
人
は
、
執
着
が
強

い
の
で
現
世
に
留
ま
ろ
う
と
し
て
不
成
仏
と

な
る
。
魂
に
は
波
動
が
あ
る
の
で
、
毒
の
念

は
類
を
呼
ん
で
大
き
く
な
っ
て
い
く
・・・
。

　

今
回
の
お
会
式
は
、
日
蓮
聖
人
を
慶
讃
す

る
だ
け
で
な
く
当
山
の
第
二
祖
の
百
遠
忌
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
の
世
・
来
世
・
霊
山
浄
土
・・・
霊
感
の

無
い
私
に
は
全
く
視
え
な
い
の
で
す
が
、
そ

ん
な
世
界
と
現
世
が
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う

事
だ
け
は
自
信
を
も
っ
て
言
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
先
に

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
先
人
の
魂
を
敬
い
な

が
ら
、自
分
の
心
を
磨
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　僕の名前はトラ。飼い主は祥一郎兄
ちゃんと澄子かーちゃん。ところが

兄ちゃんは平成18年に57歳の若さで死んじゃったんだ。
その後はかーちゃんと2人暮らし。平成25年にかーちゃん
も死ぬんだけれど、その時かーちゃんが90歳で僕が20歳。
といっても人間の年齢だから、猫年齢にすると「ワシはもう
96歳の爺ぃじゃのぉ～、いつの間にか、かーちゃんの年齢
を超えておったのじゃ」かーちゃんは死ぬ前に「この世ではもう充分
に生きた。思い残す事は何も無い。しいていえばアンタだけや」と
ワシに向かって言ったのじゃ。ワシは薄々判っていた。だっていつも一緒
じゃからのぉ～。だからワシは一足先に動物病院に連れて行かれ安
楽死したんじゃ。霊山から娑婆の様子を見ていたら案の定かーちゃんは
すぐ透析を止めて死ぬ準備に入った。智孝さんに「透析止めたら一週
間で逝くってあの医者ゆ～たのに、二週間経ってもまだ迎えが来ん！
あれはヤブ医者や～」って笑いながら言ってた。
　だからワシがしかたがないから迎えに行ってやったんじゃ。
　今は、兄ちゃんとかーちゃんとまた一緒に霊山浄土で暮
らしておるのじゃ。兄ちゃんの年齢を超えた智孝さん
の様子をドレドレそっと見てみると、
お会式で奮闘しとるようじゃのお～。
あの世から智孝さんが世話した人
皆で応援しているから頑張りや～

１等 小林一二三さん１等 小林一二三さん

２等 紙野洋子さん２等 紙野洋子さん

歌舞伎「日蓮」－ 愛を知る鬼 －の上映歌舞伎「日蓮」－ 愛を知る鬼 －の上映

百年前の御曼荼羅と報恩角塔婆百年前の御曼荼羅と報恩角塔婆

日精上人簡易遺墨展日精上人簡易遺墨展

逆修法号はお母様の代理で長尾嘉郎さん逆修法号はお母様の代理で長尾嘉郎さん

お題目に心集中して
　　仏さまの御心にとけこみます
お題目に心集中して
　　仏さまの御心にとけこみます

三宝の慈悲の光を身に感じつつ
　　　　　　　　生きることの喜び
三宝の慈悲の光を身に感じつつ
　　　　　　　　生きることの喜び

11月に入り、今月はお会式がある
ので提灯を吊しました。今年新しく施主を
募集したので、白い提灯を26個増やすこと
が出来ました。これにより赤と黄色と合わせ
て三色になり、今までよりさらに賑やかで美し
く綺麗に飾れました。今月いっぱい夜間は、点
灯します。  お寺のハロウィーンですね。 私は
ジョーカーには憧れませんが、日蓮聖人には
憧れます。

父
母
の
恩
　
師
匠
の
恩

三
宝
の
恩
　
国
恩
の
こ
と
で
す

お
会
式
に

お
参
り
し
た
方
に
は

祖
師
か
ら
全
員
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
ゼ
！

住
職　

新 

間　

智 

孝

お寺では、お会式の提灯の施主を募集して
います。皆さんのお名前が大きく入ります。
護持会員１名につき２つまで申し込めます。
この機会を逃さずお申し込み頂き、来年の
お会式には御参拝下さい。１つ４５００円デス
〆切りは春のお彼岸と致します。

ハズレの皆さんもハズレなしハズレの皆さんもハズレなし

提灯施主

３等 岡﨑洋さん３等 岡﨑洋さん

僕、トラです僕、トラです

本日ここに起立妙塔一基を建立し、
　御降誕八〇〇年の慶讃に報恩し謝し奉る

２０２1年11月3日（祝）
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ロータスルート　 　　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を咲かせよう！！ロータスルート　 　　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を咲かせよう！！
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LOTUS  ROOT

お殿様「お前は何でも解決出来るそうじゃなぁ～、あの屏風の絵の虎が毎夜ワシを襲ってきて困っておる。どうにかしておくれ」一休「それでは私が捕まえますので、お殿様は屏風から虎を追い出して下さい」

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ご
希
望
の
方
は
貸
し
出
し
ま
す



2021年11月6日（土）

寺報「れんこん」の過去発刊の分を、ＰＤＦ
で全て閲覧出来るようにしました。今まで

も見られたのですが、解像度が悪く小さい字は、読み
づらい状態でしたが、これで解消されました。パソコン
やスマホでも拡大して見られるので、現物よりも読み
やすいかも知れません。ネットで古本屋を検索すると
当山発刊の本も出てきます。「百年史」4500円　「日
進上人著作選集」6600円　師匠の「のぼるのはおり
るため」も1500円の値で売られています。驚いたのは、
寺報「ろおたす」創刊号～３号の三冊で1650
円ですと！いづれ「れんこん」も私が死んだら
価値がでるかも知れません。その時はネット
に出しておかない方が、高値が付くのかな？

おきらく

日　記
金　弗
キン　　ドル

収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計 9～11月 2021年9月1日～2021年11月30日

会員Ｂ型

現金  ……………………43,000円
りそな普通預金 …… 3,310,771円
郵便振込金  ………………… 0円

合計  ………………… 3,353,771円

 新年度繰越金内訳翌月繰越金内訳

寺債金会計9～11月 2021年9月1日～
　　2021年10月30日

収　　　入（円）

0
1,200,000

0
1,200,000
4,511,381
5,711,381

支　　　出（円）

十
一
月

大
松
　
純
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

片
岡
美
代
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

片
牧
　
啓
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

鎌
田
　
秀
美
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

小
脇
　
英
生
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

小
脇
　
理
香
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

後
藤
　
　
陸
　
　
四
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
芙
美
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
　
良
枝
　
　
四
〇
、
〇
〇
〇
円

中
尾
美
喜
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

永
尾
　
嘉
基
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
丸
　
秀
文
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

山
内
　
悦
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

山
﨑
　
雅
祥
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

満
座
供
養
者

秋
せ
が
き

※
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
供
養
中
止

お
会
式

総
代
一
同
　 

・
　 

護
　
持
　
会

鎌
田
　
秀
美
　 

・
　 

新
間
　
智
孝

長
尾
　
昭
子
　 

・
　 

西
川
雄
一
郎

三
木
　
紀
枝

寺
報
ウ
ル
ト
ラ

　
　
特
別
協
賛
金

福
山
　
賢
修
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

現金  ……………………… 0円
りそな普通預金 … 4,511,381円
郵便振込金  ……………… 0円

合計  ……………… 4,511,381円

（                         

）

建
設
志
納
者    

二
〇
二
一
年
九
月
〜

　
　
　
二
〇
二
一
年
十
一
月

枝
澤
　
安
子
　
　
　
九
、
〇
〇
〇
円

金
光
　
則
子
　
　
四
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間
　
智
孝
　
　
六
〇
、
〇
〇
〇
円

中
井
　
俊
樹
　
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

吉
田
　
和
夫（
ペ
）一
〇
、
〇
〇
〇
円

御
宝
前
・
お
供
え

九
月

秋
山
　
　
榮
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
田
美
智
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

岡
田
　
友
行
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

岸
本
　
剛
一
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

酒
井
　
博
光
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

玉
野
　
　
功
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

寺
内
　
京
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

冨
永
　
初
子
　
二
五
〇
、
〇
〇
〇
円

十
月

岡
　
　
政
志
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

沖
林
　
妙
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

小
脇
　
英
生
　
二
五
〇
、
〇
〇
〇
円

田
邉
　
靖
雄
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

冨
永
　
初
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

増
井
　
政
博
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

朗
生
寺
　
長
谷
川
雄
一
一
〇
、
〇
〇
〇
円

収益事業より
寺債金
受取利息

収入小計
8月から繰越金
合　　計

0
0
0
0

5,711,381
5,711,381

719,000

0
0

2,400,000
0

1,200,000
0

4,319,000
1,625,781
5,944,781

2,499,000
0

92,010

2,591,010
3,353,771
5,944,781

志納金
　現金
　郵便振込
　銀行振込
利　息
自我偈写経
自家納骨壇
収益事業より
護持会より
寒行より 

収入小計
8月から繰越金
合　　計

借入金返済
振込手数料
支払利息

支出小計
12月への繰越金
合　　計

志納金へ
返還金
振込手数料

支出小計
12月への繰越金
合　　計

霊夢懐胎
仏様が現れ光の珠が
お腹に入る夢を見る
梅菊 目覚めると妊娠に気づく

貞
応
元
年
の
出
来
事

幼
名
善
日
麿

１
で
も
く
じ
け
ず

聖
人
の
生
涯
を
た
ど
り

ゴ
ー
ル
を
目
指
そ
う
！

誕生瑞祥 安房・小湊で2月16日に産まれる。
漁師の父・貫名次郎重忠 母・梅菊

降
誕
の
瞬
間

庭
に
和
泉
が
湧
き

季
節
外
れ
の

蓮
が
咲
い
て

海
で
は
鯛
が

飛
び
跳
ね
た

一　
歳

出家得度 親元を離れ清澄寺（現・千葉県）に
入山して薬王丸と名前を変更

女
人
禁
制
の

お
山
ゆ
え

母
の
面
会
も
断
る

そ
の
決
意
に
あ
っ
ば
れ

２
コ
マ
進
む

十
二
歳

虚空藏菩薩の霊験
｢日本第一の智者と
成し給え｣と願をかけ
智恵の宝珠を賜る

道
善
房
に
師
事
し

十
六
歳
で
出
家
を
決
意
し

｢

是
聖
房
蓮
長｣

と

僧
名
を
頂
く

十
六
歳

牡丹餅供養

桟
敷
の
尼
は
聖
人
に

ゴ
マ
入
り
の

ぼ
た
餅
を
差
し
入
れ
る

１
回
休
み　

お
菓
子
と
お
茶
で
一
服

刑場に向かう聖人のもとへ
一人の老婆が現れる

五
十
歳

龍の口の首の座

刀
を
振
り
上
げ
た

そ
の
時

不
思
議
な
閃
光
が

輝
い
て
太
刀
が

折
れ
る

役
人
は
大
混
乱
し

処
刑
は
中
止
に

首切り刑場で
絶対絶命の聖人

五
十
歳

星降りの霊験

庭
の
梅
の
木
に

明
星
天
子
が
現
れ

こ
れ
よ
り
先
の
守
護
を
約
束
さ
れ
る

夜空に向かって
経文を唱える聖人

五
十
歳

土牢の日朗

処
刑
に
失
敗
し
た
謀
略
者
た
ち
が

日
朗
上
人
始
め
弟
子
や
信
者
達
に

ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
科
せ
捕
ら
え
土
牢
へ

聖人から届いた手紙に涙

五
十
歳

身延から池上へ

道
中
に
体
調
が

悪
化
し

池
上
宗
仲
邸
の

屋
敷
に
て
休
ま
れ
る

貴
方
も
１
回
休
み

病気療養のため常陸の湯へ
くりかげの御馬で出発

六
十
一
歳

弘教遺嘱

弟
子
信
徒
の

熱
心
な
再
起
の

願
い
も
空
し
く

病
は
重
く

病
状
は
悪
化

つ
い
に
ご
自
身
も

を
覚
悟
さ
れ
る

六老僧を定められ
帝都弘通を経一麿に

六
十
一
歳

叡山遊学

人
に
聞
い
て

学
ぶ
の
で
は
な
く

法
に
順
っ
た
結
果

「
釈
尊
の
真
意
は

法
華
経
に
あ
る
」と
の

結
論
に
至
る

たくさんの経典を学ぶため比叡山
（現・滋賀県）及び近畿各地へ

二
十
歳

舟守弥三郎の救助

漁
師
に

助
け
ら
れ

岩
屋
に

か
く
ま
わ
れ
て

給
仕
を
受
け
る

体
力
を
失
い
３
コ
マ
戻
る

小舟が近づき
聖人を救う

四
十
歳

慈母の治病を祈る

流
罪
を
赦
免

母
に
法
華
経
を

読
誦
し

祈
祷
す
る
と
病
は
治
り

更
に
４
年
の
寿
命
を
賜
っ
た

小湊の危篤の
母のもとへ

四
十
三
歳

小松原の受難

聖
人
は
額
に

刀
傷
を
お
わ
れ
る

冬
に
綿
帽
子
を
お
着
せ
す
る
の
は

こ
の
傷
を
偲
ん
で
の
こ
と

安房・小松原にて東条景信
とその配下に襲われる

四
十
三
歳

工藤吉隆の殉死

後
に
聖
人
は

菩
提
を
弔
う
た
め

日
隆
上
人
に
命
じ

鏡
忍
寺
が

建
立
さ
れ
る

初めて門弟信者から
２人の死者が出る

四
十
九
歳

父母追恩

身
延
山
山
頂
の

恩
親
閣
・
奥
の
院
の

堂
宇
は

聖
人
入
滅
の

翌
年
に

日
朗
上
人
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た

身延の裏山へ折々に
登詣され故郷を望んで読経

五
十
四
歳

遠藤盛綱の孝養

登
詣
の

目
的
は
父
の
納
骨

そ
の
後
も
墓
参
り
に
来
ら
れ

「
子
に
す
ぎ
た
る
宝
な
し
」と

母
・
千
日
に
賞
賛
の
手
紙

阿仏房夫妻の子供が
身延を訪ねる

五
十
八
歳

八
幡
社
頭
の
勅
言

｢ 八 幡 大 菩 薩 は

ま こ と の 神 か ！｣

と 法 華 経 の 行 者 を

守 護 す る よ う に

諫 言 し た

再
び
捕
ら
え
ら
れ
た
聖
人

刑
場
に
向
か
う
途
中
で五 十 歳

四
　
金
吾
と
の
対
面

「 最 後 の 様 を

よ う 見 届 け て

末 代 の 弟 子 檀 方 に

語 ら せ 給 え 」 と

信 者 ・ 金 吾 に

告 げ る

共
に
殉
死
す
る
覚
悟
で

死
装
束
で
駆
け
つ
け
る

五 十 歳

蒙
古
来
襲

九 州 の 筑 前 ・

肥 前 の 海 岸 か ら 上 陸 さ れ

大 宰 府 や 筥 崎 八 幡 宮 な ど が

被 害 に 遭 う　 １ 回 休 み

弘
安
の
役
　
預
言
的
中

六 十 歳

御
草
庵
の
改
築十 間 四 面 の

大 坊 が

建 ら れ

他 に 小 坊 も 馬 屋 も

作 ら れ る

祝 落 慶 オ メ デ ト ウ

貴 方 は 上 が り デ ス

弘
安
4年
本
格
的
に

久
遠
寺
が
建
立
さ
れ
る六 十 歳

中日ドラゴンズで50歳まで投手を続けられた山本昌さんの講演を聴いた。日蓮宗の信者で毎朝のお勤めとランニングは現役の時から欠かさないという。「ツライ事は生活の一部にしてしまう」と言われた言葉が光る。

　 いのちに合掌 Vol . 33（2）令和４年１月１日

日
蓮
大
聖
人
雙
六

１
つ
進
む

１ つ 戻 る

ここから
スタート

日蓮幼少の時より仏法を学び候しが…

梵王・帝釈の仏性はよばれて我等を守り給う牢のうちのありさま思いやられていたわしくこそ候え

丑寅の廊にて尋ねさせ給え必ず待ち奉るべく候

一生空しく過ごして万歳悔ゆること勿れ

阿仏上人は濁世の身を厭ひて仏になり給ひぬ

夫婦二人は教主大覚世尊の生まれかわり給て日蓮をたすけ給うか 射る矢は降る雨の如し、打つ太刀は稲妻の如し

特別付録

※双六の遊び方・・・サイコロとコマになるものをご用意下さい。おはじき・コイン・消しゴム等、何でも構いません。交代でサイコロの目の数だけコマを進めます。停まった所の文を読んで指示があれば従って下さい。最後のゴールは丁度あがるマス目で停まるまでは、後戻りして繰り返して下さい。



第
二
十
二
号
　
法
服
規
程
違
反

ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
。

　
私
達
僧
侶
に
は
僧
階
、
つ
ま
り
位
に
よ
っ
て
着

て
も
良
い
袈
裟
や
衣
の
色
と
い
う
の
は
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
私
は
位
が
低
い
の
で
、
行
事
や
寺
法
事
で

は
水
色
の
衣
に
紫
の
袈
裟
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
私
に
定
め
ら
れ
た
色
で
す
。
一
般
的
に
は
紫

色
が
偉
い
人
の
よ
う
に
思
い
ま
す
よ
ね
。
日
蓮
宗
の
規

程
の
中
で
も
同
じ
で
、
衣
が
紫
色
な
の
は
位
が
高
い

方
で
す
。
そ
の
時
は
緋
と
い
う
赤
色
の
袈
裟
を
纏
い

ま
す
。
さ
ら
に
緋
の
袈
裟
の
中
で
も
紋
色
が
金
よ
り

も
白
が
最
高
位
な
の
で
す
。

　
今
回
の
お
会
式
で
私
の
出
で
立
ち
は
写
真
の
通
り

で
す
。
タ
マ
ム
シ
色
の
衣
に
、
袈
裟
が
緋
で
紋
が
銀

色
デ
ス
。
実
は
衣
は
今
回
百
遠
忌
を
営
ん
だ
明
治
時

代
の
第
二
祖
の
コ
ロ
モ
。
実
に
戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け

て
残
っ
て
い
る
代
物
で
す
。
袈
裟
は
第
三
世
で
、
燕

尾
は
第
四
世
の
愛
用
品
で
す
。
数
珠
は
私
の
も
の
な

の
で
、
実
に
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和
の

モ
ノ
を
身
に
つ
け
て
、
日
蓮
聖
人
の
降
誕
八
〇
〇
年

と
会
式
を
歴
代
の
先
師
と
一
緒
に
祝
う
つ
も
り
で
違

反
し
ま
し
た
・
・
・
。
す
る
と
！
。
あ
っ
！
柳
沢
慎

吾
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
！
。

私
　「
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
〜
違
反
と
い
っ
て
も
寺
の

中
の
事
で
す
か
ら
、
法
に
触
れ
る
よ
う
な

も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
〜（
涙
）」

柳
沢「
ダ
メ
だ
！
署
に
連
行
す
る
！
」

ウ
ー
！
ウ
ー
!!(

サ
イ
レ
ン
音)

私
　「
ア
レ
〜
　
タ
ス
ケ
テ
〜
」　

2021年9月20日（祝）

私は子供の頃から、ウルトラマン・ウルトラセブンのファンである。特に
ウルトラセブンに関しては色んなところで論評されているように、奥の深

い社会派ドラマである。もちろん良く判っているつもりでいたが、最近ＢＳで日曜日の
朝にやっているリメイク版を改めて見直している。すると毎回「うーむ」と考えさせら
れる内容が込められていて、当時の制作スタッフの熱い想い
が伝わってくる。現代でも社会問題となっているテーマが、
こんな昔の子供用の特撮ストーリーに込められている事に驚
きを隠せない。宇宙人と戦うために、最新兵器の開発をドン
ドンと進める地球防衛軍。「抑止力にもなる」という主張に
反対するダン。それは敵がさらに強力な兵器を開発して、
イタチごっこになるおろかな行為だと主張する。そして「血
を吐きながら走り続ける悲しいマラソンですよ」と、淋しそ
うにつぶやく…。　核兵器と同じ理論だ。

実験台になったギエロン星
おきらく

日　記

土牢の日朗

処
刑
に
失
敗
し
た
謀
略
者
た
ち
が

日
朗
上
人
始
め
弟
子
や
信
者
達
に

ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
科
せ
捕
ら
え
土
牢
へ

聖人から届いた手紙に涙

五
十
歳

弘教遺嘱

弟
子
信
徒
の

熱
心
な
再
起
の

願
い
も
空
し
く

病
は
重
く

病
状
は
悪
化

つ
い
に
ご
自
身
も

を
覚
悟
さ
れ
る

六老僧を定められ
帝都弘通を経一麿に

六
十
一
歳

非滅現滅

池
上
に
は

桜
の
花
が

咲
き
乱
れ

臨
終
を
知
ら
せ
る

鐘
の
音
が

響
き
渡
る

お
骨
は
遺
言
で

身
延
へ

弘安5年10月13日辰の刻
お題目に包まれる中ご入滅

六
十
一
歳

佐渡三昧堂

一
間
四
面
の

荒
れ
果
て
た
三
昧
堂

食
料
も
無
い

厳
し
い
苦
難
の
中
で

「
開
目
鈔
」を
述
作

流罪で塚原という雪の廃墟
墓場の中に捨て置かれる

五
十
一
歳

阿佛房夫妻の給仕

阿
佛
房
と

千
日
尼
は

こ
っ
そ
り
聖
人
に

食
べ
物
を
運
ん
で
お
給
仕
す
る

念仏信者の
老夫婦が
法華信者へ改宗

五
十
一
歳

叡山遊学

人
に
聞
い
て

学
ぶ
の
で
は
な
く

法
に
順
っ
た
結
果

「
釈
尊
の
真
意
は

法
華
経
に
あ
る
」と
の

結
論
に
至
る

たくさんの経典を学ぶため比叡山
（現・滋賀県）及び近畿各地へ

二
十
歳

開宗宣言

清
澄
に
戻
り

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」

の
お
題
目
を
弘
め
る

決
意
を
さ
れ

名
を
日
蓮
と

改
め
ら
れ
る

建長5年4月28日旭ヶ森で　朝日に
向かって初めてお題目を唱えられる

三
十
二
歳

お
題
目
１
回
唱
え

１
コ
マ
進
む

持佛堂説法

皆
が
信
仰
す
る

諸
宗
派
で
は

成
仏
出
来
な
い

釈
尊
の
真
意
は

法
華
経
で

あ
る
こ
と
示
し

反
感
を
買
う

師匠・道善房や兄弟弟子
村人を集め説法をおこなう

三
十
二
歳

故山追放

熱
心
な
念
仏
信
者
の
地
頭

東
条
景
信
の
怒
り
を
か
い

師
匠
か
ら
破
門
さ
れ

１
回
休
み

兄弟弟子の常顕房と義城房に
かくまわれながら下山する　
日昭が入門

三
十
二
歳

父母授戒

法
華
経
の
尊
さ
と

自
身
の
使
命
を

お
話
に
な
り

両
親
は
最
初
の
信
者
と
な
る

父に｢妙日｣母に｢妙連｣という
逆修法号を授けられる

三
十
二
歳

立正安国論の上書

「
正
し
い
法
に

従
わ
な
け
れ
ば

国
が
滅
ぶ
」

と
進
言

そ
の
勇
気
あ
る

行
動
を
表
し

５
コ
マ
進
む

北条時頼に
宛てた
国家諫曉の書

三
十
九
歳

松葉ヶ谷の夜襲

白
猿
が
現
れ
て

そ
の
導
き
に
よ
り

聖
人
は
難
を

逃
れ
る
が

再
度
出
直
し

振
り
出
し
に
戻
る

文応元年・暴徒が
草庵に押し寄せ
焼き討ちにあう

三
十
九
歳

由井ヶ浜の別れ

法
華
経
を

勧
め
た
が
為
に

次
々
襲
う
法
難

と
も
綱
を
掴
ん
で

離
さ
な
い

日
朗
上
人
は

櫂
で
叩
か
れ
負
傷

聖人は覚悟を決めて
「此経難持」を朗々と…

三
十
九
歳

俎岩の危機

足
下
を
波
が
洗
い
始
め

お
題
目
を
唱
え
る
聖
人

貴
方
も
一
緒
に
大
き
な
声
で

３
回
お
唱
え
す
る

流罪地に向かう舟は潮が満ちると
沈む岩に聖人を置き去りに

三
十
九
歳

舟守弥三郎の救助

漁
師
に

助
け
ら
れ

岩
屋
に

か
く
ま
わ
れ
て

給
仕
を
受
け
る

体
力
を
失
い
３
コ
マ
戻
る

小舟が近づき
聖人を救う

四
十
歳

塚
原
問
答

念仏僧侶は

自経すら

忘れてしまう

失態
佐渡中に

聖人の

偉大さが広まる

念
仏
信
者
達
が
本
土
よ
り
駆
け
つ
け

聖
人
に
大
勢
で
法
論
を
挑
む

五十一歳

真
野
御
陵
参
拝

聖人が阿仏房の願いにより

法華経で御陵に回向

ココで御自我偈を

貴方も拝読

順
徳
上
皇
は
配
流
さ
れ

佐
渡
で
崩
御
さ
れ
た

五十一歳

一
ノ
谷
庵
室

文永十一年　

大曼荼羅

御本尊を

初めて顕される

仏壇を拝して

御本尊を

確認する

居
を
移
さ
れ

「
観
心
御
本
尊
抄
」を
著
す 五十二歳

第三の勅言

二
年
五
ヶ
月
ぶ
り
に

鎌
倉
に
戻
ら
れ
た

聖
人
は

３
回
目
と
な
る

法
華
経
の

ス
ス
メ
を
行
う

１
コ
マ
進
む

佐渡流罪が赦免され
鎌倉へ戻り幕府と対面

五
十
三
歳

身延入山

信
者
で
あ
る

南
部
実
長
の
招
き
も
あ
り
、

身
延
の
地
で

弟
子
の
育
成
や
信
徒
の

教
化
に
励
ま
れ
る

諫暁も受け入れられず
鎌倉を離れることとなる

五
十
三
歳

父母追恩

身
延
山
山
頂
の

恩
親
閣
・
奥
の
院
の

堂
宇
は

聖
人
入
滅
の

翌
年
に

日
朗
上
人
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た

身延の裏山へ折々に
登詣され故郷を望んで読経

五
十
四
歳

鎌
倉
辻
説
法

罵られたり石を

投げられることもあった

しかし聖人は諦めない

１コマ進む

鎌
倉
の
道
行
く
人
々
に
　
法
華
経
の

教
え
を
説
か
れ
た
 日
朗
が
入
門 三十三歳

実
相
寺
で
の
閲
蔵

正嘉元年に

鎌倉に大地震

誤った仏教が

世に広まった為なのか･･･
再
度
、仏
教
の
本
質
を
見
抜
く

た
め
経
典
を
通
読
さ
れ
る 三十五歳

若
宮
 法
華
堂
の
布
教

実に
百回をこえる

法華経の布教

初転法輪の地

（現・法華経寺）
富
木
常
忍
に
よ
り

建
立
さ
れ
た
布
教
所

三十八歳

立正安国・お題目結縁運動（3）Vol . 33 令和４年１月１日

上記の日記の話が、過去最高の拍手を叩きだした。このオタク話は、もう一つ感慨深いモノがあるので紹介すると、マンやセブンで怪獣△□◎や〇×▲星人と登場するが、星獣と冠がつくのはギエロンだけである。

ス
タ
ー
ト

　
　

に
戻
る

１回やすみ

日明上人

日進上人
日精上人

導師は日修上人（智孝の戒名）

牢のうちのありさま思いやられていたわしくこそ候え

丑寅の廊にて尋ねさせ給え必ず待ち奉るべく候

現在の大難を思いつづくるにも涙

一生空しく過ごして万歳悔ゆること勿れ我日本の柱とならん…誓いし願破るべからず一経の肝心たる題目を我も唱え人にも勧む

行
学
た
え
な
ば
仏
法
あ
る
べ
か
ら
ず

末法には一乗の強敵充満すべし

汝早く信仰の寸心を改めてすみやかに実乗の一善に帰せよ

夫婦二人は教主大覚世尊の生まれかわり給て日蓮をたすけ給うか

※双六の遊び方・・・サイコロとコマになるものをご用意下さい。おはじき・コイン・消しゴム等、何でも構いません。交代でサイコロの目の数だけコマを進めます。停まった所の文を読んで指示があれば従って下さい。最後のゴールは丁度あがるマス目で停まるまでは、後戻りして繰り返して下さい。

仏教を極めて仏になり恩ある人をもたすけんと思う

ここで
あがり

３
つ
進
む



日蓮が慈悲曠大ならば、南無妙法蓮華経は万年の外未来までもながるべし

日本国の一切衆生の盲目をひらける功徳あり 無間地獄の道をふさぎぬ

此功徳は伝教天台にも超へ、竜樹・迦葉にもすぐれたり

極楽百年の修行は穢土の一日の功に及ばず、正像二千年の弘通は末法の一時に劣るか

是はひとへに日蓮が智のかしこきにはあらず、時のしからしむる耳

春は花さき秋は菓なる、夏はあたたかに冬はつめたし、時のしからしむるに有らずや

2021年（令和３年）12月 9日　神戸新聞掲載

お
せ
が
き
の
塔
婆
の

　
デ
ッ
カ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
よ
。

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

じ　  ひ　こうだ い まん ねん ほか

いつ さい しゆ じよう も う もく く　どく む　けん　じ　ごく みち

この　く　どく こ りゆうじゆ か　しよう

ごく　らく しゆ ぎよう え 　ど こう およ しよう ぞう ぐ　づう まつ ぽう いち  じ

これ のみ

このみ あ

今
年
は
総
代
選
挙
の
年
ダ
ゼ
！

本
願
人
の
方
に
は
、

ま
も
な
く
投
票
用
紙
を

送
る
の
で
ヨ
ロ
シ
ク
！

スイッチ
～　恩！

　ワン　
ツー　ス

リー！

チェイン
ジ～

　　　チ
ェインジ

～

ゴッゴッ
ゴッゴー

ゴッゴッ
ゴー！

法華経寿量品を持つ人は、
　　　　諸仏の命を続ぐ人也

2021年10月16日（土）水色めがね
最近のキャンプブームに乗っかって売れ行き好調
だったので、前から探していたが何処にも無かっ

た。ついに先日、某所で販売されているのを偶然見つけ、やっと
手に入れた「おにやんま君」。毎朝裸体を披露する水行場に取り
付けた。夏の水行で一番ツライのは「蚊」だと
いう真実を、11月からしか被らない修法師
には判るまい。ただ線香を蚊取りに変え
るよりは、環境にやさしいと思う。　
本堂から見てて、風に吹かれてユラユラ
揺れていると、ちょっと気持ちも癒やさ
れる…。防虫効果はあったように感じる
が、ダンゴムシは相変わらず元気。 (^_^;)

おきらく

日　記

令和４年１月１日 Vol . 33（４）

編
集
後
記

昨
年
の
流
行
語
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
た「
親
ガ
チ
ャ
」。子
供
は
親

や
家
庭
環
境
を
選
べ
な
い
と
い

う
意
味
の
言
葉
だ
が
、法
華
経
の

立
場
は
逆
だ
。子
供
が
親
を
選
ん

で
い
る
の
だ
。「
哀
愍
衆
生
願
生

此
間
」と
い
う
。生
き
と
し
い
け

る
も
の
を
愛
し
、そ
の
想
い
を
実

現
す
る
た
め
相
応
し
い
親
を
選

ん
で
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
。今
の

環
境
は
自
分
で
作
っ
て

き
た
の
だ
。共
に
乗
り

越
え
よ
う
。

◇

◇　
　

◇

三
男
が
4
月
か
ら
社
会
人
1
年

生
と
な
り
ま
す
。我
が
家
も
よ
う

や
く
子
育
て
終
了
で
す
！
兄
た

ち
と
同
様
に
、自
分
の
好
き
な
道

に
す
す
み
ま
す
。三
人
三
様
で
性

格
も
違
い
ま
す
が
、立
派
に
な
っ

た
な
〜
と
我
が
子
な
が
ら
尊
敬

し
ま
す
。ま
ぁ
い
つ
ま
で
経
っ
て
も

家
族
な
の
で
、心
配
は
つ
き
も
の

で
す
が
･
･
･
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着

い
た
ら
、気
兼
ね
な
く

み
ん
な
で
集
ま
り
た
い

も
の
で
す
。

◇

◇　
　

◇

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
時
代
で
す
。皆

さ
ん
ご
存
じ
の「
宝
く
じ
」も
ス

マ
ホ
だ
け
で
買
え
る
ん
で
す
！
手

元
に
届
く
の
で
は
な
く
購
入
し

た
ク
ジ
の
番
号
一覧
が
表
示
さ
れ

ま
す
。当
選
金
も
ス
マ
ホ
で
確
認

し
、指
定
の
口
座
に
振
り
込
ん
で

く
れ
ま
す
。味
気
な
い
気
も
し
ま

す
が
便
利
で
す
。私
が
年
明
け
に

ニ
コ
ニ
コ
し
て
た
ら
、高

額
当
選
者
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。（
笑
）

予
告
記
事

★
唱
題
の
つ
ど
い

時
間
は
い
づ
れ
も
午
前
９
時
半
〜

・
１
月
13
日
（
木
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
２
月
13
日
（
日
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
２
月
15
日
（
火
）
釈
尊
涅
槃
聖
日

・
２
月
16
日
（
水
）
宗
祖
降
誕
聖
日

・
３
月
13
日
（
日
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
３
月
17
日
（
木
）
春
彼
岸
入
日

・
３
月
23
日
（
水
）
春
彼
岸
結
日

★
第
50
回
信
行
会

※
イ
ヨ
イ
ヨ
法
華
経
に
入
り
ま
す
。

今
が
大
チ
ャ
ン
ス
!!

・
１
月
10
日
（
祝
）
午
後
１
時
〜

・
2
月
6
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

・
3
月
6
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
最
終
講
義

正
午
〜
修
了
式

特
別
講
師

　
　
　
　

醍
醐
寺
住
職　

都
倉
隆
祥
師

※
今
年
度
は
３
月
ま
で
に
な
り
ま
す
。

★
護
持
会
奉
仕
日

・
１
月
28
日
（
金
）
午
前
９
時
半
〜

・
２
月
15
日
（
火
）
唱
題
後
〜

・
3
月
15
日
（
火
）
午
前
９
時
半
〜

★
護
持
会
役
員
会

・
３
月
6
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

★
運
営
会
議

総
代
・
元
総
代
・
護
持
会
役
員
は
出
席
下
さ
い
。

・
１
月
10
日
（
祝
）
午
後
4
持
〜

・
２
月
12
日
（
土
）
午
後
２
持
〜

・
３
月
6
日
（
日
）
護
持
会
役
員
会
終
了
後
〜

★
節
分
星
祭
り

・
２
月
3
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

法
楽
加
持
祈
祷　

豆
撒
き

寅
年
生
ま
れ
の
方
年
男
年
女
募
集
中
デ
ス

※
詳
し
く
は
同
封
チ
ラ
シ
参
照

お寺のＰＶ第2弾！「朝のお勤め」編を公開しています。ユーチューブ「妙法華院チャンネル」を検索して下さい。また上記にあるように、お寺も公式LINEを始めました。是非お友達になって下さい。

★「
寳
樹
み
く
じ
」絶
賛
発
売
中
!!

・
短
冊
型
壱
萬
伍
千
円　

折
込
型
壱
萬
八
千
円

・
お
申
し
込
み
は
妙
法
華
院
ま
で
。

お
寺
サ
マ
は
、
お
急
ぎ
下
さ
い
！

う
わ
ぁ
始
ま
る
わ
〜

う
わ
ぁ
始
ま
る
わ
〜

と
緊
張
の

　

山
内
悦
子
さ
ん

と
緊
張
の

　

山
内
悦
子
さ
ん

感染対策のビニールとZOOM感染対策のビニールとZOOM

京都立本寺の会場京都立本寺の会場

剰え日蓮が弟子の中に異体異心の者これあれば
例せば城者として城を破るが如し

剰え日蓮が弟子の中に異体異心の者これあれば
例せば城者として城を破るが如し

上田猊下と講師陣上田猊下と講師陣

地の五穀に魂を養う大松純子さん地の五穀に魂を養う大松純子さん

直筆を拝観する鎌田秀美さん直筆を拝観する鎌田秀美さん
日蓮聖人と同心となる小脇理香さん日蓮聖人と同心となる小脇理香さん

コロナ禍の中、開催する英断を下した近畿教区コロナ禍の中、開催する英断を下した近畿教区
2021年10月28日　午前10時半　開講式2021年10月28日　午前10時半　開講式

青木上人の夕の法話青木上人の夕の法話

兵
庫
　
祥
福
寺
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

尼
崎
　
長
遠
寺
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

養
父
　
法
華
寺
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

長
田
　
妙
覚
寺
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

御
着
　
法
華
寺
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
　
法
蓮
寺
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

出
石
　
経
王
寺
　
　
三
、
〇
〇
〇
円

※
十
二
月
十
五
日
ま
で
拝
受
分

令和４年　寒修行托鉢
福原～楠町～元町～
　　相生町～東川崎～新開地
永沢町～神明町～
　　兵庫駅～大開通～三川口町
菊水町～夢野町～
　　千鳥町～平野町～荒田町
長田町～片山町～
　　名倉町～房王寺～下沢通 
春日野道～熊内～
　　琴緒～中山手～山本通
須磨寺～離宮～
　　月見山～大手町～板宿
山下町～日吉町～二葉町～
　　腕塚町～御崎町
王子公園～上野通～
　　神ノ木町～六甲道駅周辺
滝の茶屋～大町～高丸～
　　五色山～舞子台

１月15日（土） 元町コース  

１月16日（日） 兵庫コース  

１月19日（水） 荒田コース  

１月22日（土） 長田コース   

１月23日（日） 中央区コース  

１月25日（火） 須磨コース  

１月27日（木） 西代コース  

１月29日（土） 西灘コース  

１月30日（日） 垂水コース  

※道中や途中宅での接待は、今年は辞退させていただきます。

※
状
況
に
よ
り
中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

近
畿
教
区

檀
信
徒

研
修
道
場

第
35
〜
37
回
主
任　

新
間　

智
孝

　

檀
家
の
皆
さ
ん
は
あ
ま
り
ご
存
じ
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
４
年
間
私
は
近
畿

教
区
の
檀
研
道
主
任
を
勤
め
ま
し
た
。

　

近
畿
各
地
の
お
寺
の
檀
家
さ
ん
が
、
京
都

の
本
山
で
一
堂
に
会
し
、
１
泊
２
日
で
み
っ

ち
り
と
お
勉
強
す
る
の
で
す
。私
は
、そ
の
先

生
役
の
責
任
者
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

日
蓮
聖
人
の
執
筆
さ
れ
た
書
物
や
お
手
紙

の
解
説
を
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
す
が
、
時
代

背
景
や
手
紙
を
受
け
取
ら
れ
る
方
の
気
持
ち
、

祖
師
は
、何
処
で
ど
ん
な
状
況
の
中
、そ
の
手

紙
を
認
め
ら
れ
た
の
か
を
調
べ
、
な
る
べ
く

臨
場
感
を
も
っ
て
教
え
る
よ
う
に
努
力
し
ま

し
た
。人
に
伝
え
る
と
い
う
の
は
、自
分
が
理

解
出
来
て
い
な
い
と
語
れ
ま
せ
ん
。ま
た
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
伝
え
た
い
事
は
沢
山
あ

る
の
で
、何
を
チ
ョ
イ
ス
す
る
の
か
？

板
書
の
語
句
選
び
や
プ
レ
ゼ
ン
の
や
り
方
等
、

考
え
る
事
は
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
自
分
で
調
べ
て
納
得
し
、
原
稿
を
起

こ
し
て
さ
ら
に
は
話
す
。そ
し
て
理
解
し
て

も
ら
え
た
か
、参
加
者
の
反
応
を
伺
う
。こ
れ

は
私
に
と
っ
て
非
常
に
良
い
経
験
で
し
た
。

　

教
壇
に
立
っ
て
喋
っ
て
い
る
う
ち
に
、
お

釈
迦
様
や
日
蓮
聖
人
の
想
い
が
自
分
の
中
で

実
感
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
っ

た
の
で
す
。
日
蓮
宗
は
伝
道
教
団
で
す
。

僧
侶
の
事
を
教
師
と
い
い
ま
す
。

お
坊
さ
ん
が
、
や
る
べ
き
事
は
何
な
の
か
？

し
っ
か
り
と
心
に
刻
ん
で

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

奉
仕
の
浄
行
を
達
せ
し
め
た
ま
え

仏
祖
の
教
え
を
守
っ
て

　
　
　
　

四
恩
に
報
謝
し

★
寒
修
行
の
日
程

戦
争
展

　
　
協
賛
金
ご
芳
名

友
だ
ち
募
集
中

行事の確認や
お参りの

打ち合わせなどが
出来ます

※
昨
年
は
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
で
し
た
。

ま
た
当
山
の
第
二
祖
妙
貫
院
日
精
上
人
の
百
遠
忌
と
重
な
り

ま
し
た
の
で
、リ
ア
ル
二
刀
流
の
角
塔
婆
を
建
立
致
し
ま
し
た
。

※

昨
年
の
日
蓮
宗
新
聞
12
月
１
日
と
10
日
号
に
関
連
記
事
掲
載

ＮＨＫでも報道されて例年に無く盛況


